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キャリアデザインフォーラム

企画名称：「未来ソウゾウ企画」－あした
へつなぐ他者への支援とキャリ
アデザイン－

日 時：１月８日（日）12:30～18:00
場 所：立命館大学
内 容：パネルディスカッション・グ

ループワーク等
パネリスト：古賀茂明（元経済産業省大

臣官房付）・毛丹青（神戸国際大
学教授）

コーディネーター：乾明紀・上岡由季
参加対象：大学院生・学部生・社会人

目的
キャリアデザインフォーラム・プロジェクト

は、大学院生を中心としたプロジェクトチーム
が、「対人援助活動」の実践として、人がより
善いキャリアを描くことを支援する取組であ
る。

私たち「キャリアデザインフォーラム
（CDF）」プロジェクトチームは、一人ひとり
がより善い人生を歩むために「想像力と責任」
という言葉を軸にしながら、どのような企画を
設定し提供するかを課題として活動している。
「すべては想像力の問題なのだ。僕らの責任

は想像力の中から始まる。」これは村上春樹著
『海辺のカフカ』に出てくる言葉である。私た
ちは何かを決断・選択するときに必ず想像をす
る。しかし、その想像はどこまで行き届いてい
るだろうか。目先のことばかりにとらわれて、
その先にある本当に大事なものを見失ってい
ないだろうか。

目まぐるしく変わっていく世の中で、一人で
このことを考え行動することは容易ではない。
そこで、少し立ち止まって「未来を想像し、責
任を持って創造すること」をみんなで考える機
会を提供することが私たち CDF の目的である。
（文責：上岡）

方法
責任の伴った想像力について考える機会を

提供するという目的に沿って、CDF 当日のプ
ログラムを構成している。プログラムの構成は、
パネルディスカッション、グループワークの 2
部構成である。
１）パネルディスカッション

パネリストは古賀茂明氏、毛丹青氏を予定。
パネリストのこれまでの経験を踏まえたディ
スカッションが、参加者に「想像力の伴った責
任」とは何かを考える機会となる。
２）グループワーク

参加者が関心を持っている実社会での問題
を題材にグループワークを行う。具体的には、
個人である社会問題についての対策を考えた
のち、グループでその問題についての対策を考
える。社会問題に対して複数の目でメリット、
デメリットを考える中で、参加者自身の人生の
中での「想像力の伴った責任」のあり方を考え
る機会とする。（文責：藤原）

実施体制とキャリア・アップ
大学院生を中心としたプロジェクトチーム

は、全体統括リーダーの下、メンバー 7 名
が「ゲスト・広報部（3 名）」、「プログラム部
（4 名）」に分かれて活動している。前者はゲ
ストとの交渉と参加者の募集活動などを担い、
後者は当日のプログラム開発などを担当する。
このようにプロジェクトチームに参加する大
学院生は、活動を通じてプロジェクトに必要な
マネジメントスキルやコミュニケーションス
キルなどを身につけ、対人援助の組織的遂行に
必要な能力のキャリア・アップを図っている。
（文責：乾）
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※当発表は、立命館大学大学院応用人間科学研究
科の院生による CDF プロジェクト企画の中間報
告である。


